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安曇野市

平成 26年（2014 年）4月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口 98,959 人（－81）／男 47,996 人（－49）／女 50,963 人（－32）／世帯 38,074 世帯（＋ 62）

人口と世帯
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予算案にNO!!

予算案に YES!!

３月定例会では平成 26 年度の一般会計予算が原案通り可決されました。
予算額は 439 億 6,000 万円。前年比で 50 億円・13％の増で、過去最大規模の予算額に

なりました。これは本庁舎建設をはじめとするハード事業が集中したためです。
市は期間が延長になった合併特例債を積極的に活用していますが、平成 28 年度からは合併

の特例によって算定されていた地方交付税も本来の計算に基づいて徐々に減額していきます。
今後も安曇野市の健全財政が続くように、議会は注視していきます。

※合併特例債とは？・・・国が返済額の 7割を負担する有利な地方債（借入金）

耐震補強から取り壊しに方針変更された現三郷支所

“439億円”いかがでしょうか？ 私たち市民のお金の使いみち
平成 26 年度　一般会計予算総額　439 億 6,000 万円

平成 26 年度の重点事業をピックアップ ! !

予算案について議会でこのような討論をしました。

（1）活気あふれたまちにしよう !
　・「安曇野しゃくなげの湯」の整備　8億 7,669 万円
　・安曇野ハーフマラソン　800万円

（2）健康で長生きできるまちにしよう !
　・臨時福祉給付金　2億 7,077 万円
　・1コイン＆ 2コインで健康診断　2,983 万円

（3）豊かな人を育てるまちにしよう！
　・子育て世帯臨時特例給付金　1億 3,829 万円
　・海外ホームステイ　737万円

（5）ともに安曇野のまちをつくろう！
　・本庁舎建設事業　30億 507 万円
　・SAKURAプロジェクト
　　（光城山の桜植樹）　121万円

（4）環境を守り、安全・安心なまちにしよう！
　・松くい虫被害対策　2億 1,420 万円
　・水環境基本計画づくり　543万円

採決では賛成多数で可決されました

空中散布予定地の
岩洲公園（明科）

依
存

財源
62％ 自主財源

38％

平成 26 年度
入るお金

439億6千万円

平成 26 年度
使いみち

439億6千万円

みなさんからの税金
111億2,900万円
（25％）

貯金等の繰入金
28億8,100万円
（7％）

【総務費】
行政計画の推進
のために

72億9,500万円
（17％）

【民生費】
福祉の充実と生活
の安定化のために
124億4,000万円
（28％）

【衛生費】
健康増進と生活環境
の快適化のために
29億2,900万円
（7％）

【農林水産費・商工費】
地域産業の振興
のために

48億1,200万円
（11％）

【土木費】
道路整備のために
45億6,100万円（10％）

【教育費】
教育環境の充実と生
涯学習のために

49億7,000万円（11％）

【公債費】
公共施設等の充実のた
めに借りたお金の返済
44億1,200万円（10％）

【議会費・労働費・消防費など】
その他

25億4,100万円
（6％）

その他
（使用料・分担金など）
28億400万円（6％）

国の税金から配分
されたお金
107億円（24％）

国と県からの補助金
55億5,700万円
（13％）

借りるお金
89億800万円
（20％）

その他
（地方譲与税など）
19億8,100万円
（5％）

松くい虫被害対策で
有人ヘリによる空中
散布は絶対の安全性
が認められるまでは
実施を控えるべき。

本庁舎建設をはじめ
とする普通建設事業
費が103億円。財政
を圧迫する。

三郷（総合）支所等整
備では方針変更後一
切住民への説明をし
てこなかった行政の
あり方に疑問を持つ。

一部の事業に反対
と言うだけで予算
案全体に反対と言
うのはおかしい。

本庁舎建設は財政
調整基金ではなく、
有利な起債の合併
特例債を使うべき。

実施計画・財政計
画に基づいて予算
化されている。

※百万円未満は端数処理しています。
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条例
制定

陳情
審議

Q
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

す
る
に
あ
た
っ
て
、
条
例
の
中

で
委
員
の
人
選
に
つ
い
て
は
学
識
経
験

者
や
保
護
者
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

に
従
事
す
る
者
、
公
立
や
私
立
の
保
育

園
・
幼
稚
園
を
代
表
す
る
者
な
ど
と
あ

り
、
人
数
が
15
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

保
育
園
・
幼
稚
園
の
数
か
ら
し
て
少
な

す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

A
安
曇
野
市
付
属
機
関
等
の
設
置

及
び
運
営
に
関
す
る
指
針
の
中

で
、
原
則
と
し
て
15
人
以
内
と
す
る
定

め
が
あ
る
。
会
議
の
中
で
は
、
部
会
を

設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
特
別
の

課
題
や
十
分
議
論
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
課
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
支
援
事
業
計

画
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

Q
安
曇
養
護
学
校
の
現
状
を
知

り
、
非
常
に
心
を
痛
め
る
。
安

曇
養
護
学
校
は
、
運
営
主
体
が
県
の
事

業
で
あ
る
が
、
行
政
か
ら
県
と
の
対
応

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ

た
の
か
。
県
の
管
轄
、
市
の
管
轄
と
い

う
枠
を
超
え
て
と
い
う
陳
情
者
の
説
明

だ
が
、
福
祉
教
育
委
員
会
で
は
、
ど
の

よ
う
な
意
見
交
換
が
あ
っ
た
の
か
。

A
（
福
祉
教
育
委
員
長
）
市
と
し

て
県
に
対
し
て
、
意
見
を
述
べ

て
い
き
た
い
と
い
う
説
明
が
あ
り
、
県

と
し
て
は
平
成
27
年
度
に
は
結
論
を
出

し
た
い
と
い
う
意
向
で
あ
る
。
ま
た
、

陳
情
内
容
に
あ
る
市
で
バ
ス
を
用
意
す

る
こ
と
な
ら
、
す
ぐ
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
議
論
や
、
教
室
の
確
保
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
将
来
的
に
考

え
て
い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
。

Q
こ
の
陳
情
内
容
は
、
市
独
自
の

努
力
目
標
を
掲
げ
て
く
だ
さ
い

と
も
と
れ
る
が
。

A
（
福
祉
教
育
委
員
長
）
す
ぐ
に

実
現
で
き
る
か
は
難
し
い
に
し

て
も
、
そ
れ
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く

面
で
は
、
重
要
な
問
題
提
起
を
し
て
も

ら
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
委
員
会
と
し

て
審
査
を
し
た
。
そ
の
中
で
、
障
が
い

児
の
子
ど
も
の
こ
と
を
一
番
に
考
え

て
、
今
回
は
全
員
賛
成
で
採
択
と
い
う

結
論
に
な
っ
た
。

Q
今
後
に
か
か
わ
る
展
開
は
、
何

か
考
え
ら
れ
る
の
か
。

A
（
福
祉
教
育
委
員
長
）
須
坂
市

立
の
支
援
学
校
の
現
状
を
見
に

行
き
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
委

員
会
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
現
状
把
握

を
し
た
上
で
、
陳
情
者
に
応
え
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
！

安
曇
養
護
学
校
の
児
童
・
生
徒
に
支
援
を

議
案
第
８
号　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例

陳
情
第
２
号　

安
曇
養
護
学
校
に
在
籍
す
る
安
曇
野
市

在
住
の
児
童
生
徒
の
教
育
条
件
整
備
お
よ
び
卒
業
後
の

支
援
に
関
す
る
件

可決

不採択

質 

疑

質 

疑

議案等の審議結果

平成 26年安曇野市議会 3月定例会審議結果
市長提出議案
議案番号 件　　名 結　果

議案第 1号 安曇野市一般職の任期付職員の採用等に関する
条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 2号 安曇野市証人、参考人等の費用弁償等の支給に
関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 3号 安曇野市特別職の職員等の旅費又は費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第 4号 安曇野市職員の旅費に関する条例の一部を改正
する条例 原案可決

議案第 5号 安曇野市西穂高会館維持運営基金条例の一部を
改正する条例 原案可決

議案第 6号 安曇野市資金積立金条例を廃止する条例 原案可決

議案第 7号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する
条例 原案可決

議案第 8号 安曇野市子ども・子育て会議条例 原案可決

議案第 9号 安曇野市豊科安曇野の里基金条例の一部を改正
する条例 原案可決

議案第10号 安曇野市商工業振興条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第11号 安曇野市観光宿泊施設条例 原案可決

議案第12号 安曇野市道路占用料条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第13号 安曇野市社会教育委員設置条例の一部を改正する
条例 原案可決

議案第14号 安曇野市穂高鐘の鳴る丘集会所条例の一部を改正
する条例 原案可決

議案第15号 安曇野市体育施設条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第16号 平成25年度安曇野市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

議案第17号 平成25年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第18号 平成25年度安曇野市国民健康保険特別会計補正
予算（第３号） 原案可決

議案第19号 平成25年度安曇野市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第２号） 原案可決

議案第20号 平成25年度安曇野市介護保険特別会計補正予算
（第４号） 原案可決

議案第21号 平成25年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
（第４号） 原案可決

議案第22号 平成25年度安曇野市水道事業会計補正予算
（第３号） 原案可決

議案第23号 平成26年度安曇野市一般会計予算 原案可決

議案第24号 平成26年度安曇野市同和地区住宅新築資金等貸付
事業特別会計予算 原案可決

議案第25号 平成26年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 原案可決

議案第26号 平成26年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決

議案第27号 平成26年度安曇野市介護保険特別会計予算 原案可決

議案第28号 平成26年度安曇野市観光宿泊施設事業特別会計
予算 原案可決

議案第29号 平成26年度安曇野市下水道事業特別会計予算 原案可決

議案第30号 平成26年度安曇野市農業集落排水事業特別会計
予算 原案可決

議案第31号 平成26年度安曇野市上川手山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第32号 平成26年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第33号 平成26年度安曇野市有明山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第34号 平成26年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計
予算 原案可決

議案第35号 平成26年度安曇野市穂高山林財産区特別会計予算 原案可決

議案第36号 平成26年度安曇野市産業団地造成事業特別会計予算 原案可決

議案第37号 平成26年度安曇野市水道事業会計予算 原案可決

議案第38号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市
温泉健康館） 原案可決

議案第39号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市
しゃくなげ荘） 原案可決

議案第40号 市道の廃止について 原案可決

議案第41号 市道の認定について 原案可決

議案第42号 地区土地利用計画について 原案可決

議案第43号 平成25年度安曇野市水道事業会計資本剰余金の処
分について 原案可決

議案第44号 安曇野市・松本市山林組合規約の変更について 原案可決

議案第45号 平成25年度安曇野市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第46号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに
ついて 適任

修正案
件　　名 結　果

「議案第23号　平成26年度安曇野市一般会計予算」に対する
修正案 否決

陳情
議案番号 件　　名 結　果

陳情第 1号 労働者保護ルール改悪反対を求める意見書の採択
を求める陳情書 継続審査

陳情第 2号 安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の児童生徒
の教育条件整備および卒業後の支援に関する件 不採択

議員提出議案

議案番号 件　　名 結　果

議員提出
第 1号 安曇野市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議員提出
第 2号 臨時福祉給付金の対象拡大を求める意見書 原案可決

議員提出
第 3号 議員派遣について 原案可決

尾お
だ
い䑓
鞆と
も
か
ず一
さ
ん
の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
適
任
と
し
た
。

（
平
成
26
年
7
月
1
日
か
ら
平
成
29
年
6
月
30
日
ま
で
）

人
事
案
件

子ども・子育て会議とは
この会議は、「子ども・子育て支援制度」

のスタートにより、幼児期の学校教育・保

育、地域の子ども・子育て支援に対しての

取り組みの一つとして設置されます。

市民の皆さんの子育ての状況やニーズを

把握し、支援事業計画の策定を進めます。



67
安曇野市議会だより　第 34号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014. 5. 8AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014. 5. 8安曇野市議会だより　第 34号

クローズアップ

除雪費
クローズアップ農業

議 会 改 革

平成 25 年度 安曇野市一般会計補正予算 （第６号・第７号）

記録的な大雪に 93 台の
大型除雪機フル回転

平成 25 年度分　区画整理
約 28 ヘクタール完成

　今年 2 月に 2 回の大雪のため指定路線以外の生
活道路についても除雪を実施したため、大幅に除
雪費が増額となった。

地域主権の進展により地方自治体の役割が増
すとともに、地方自治への市民意識が高まりつ
つある時代を迎え、議会も自ら活性化を図る改
革が求められる時代となりました。

安曇野市議会は平成 17 年の合併により誕生
しましたが、旧 5 町村の議会の歴史を基礎とし
ながらも、新市の議会として率先して議会改革
に取り組んできました。これをさらに継続・進
展させるために議会基本条例の制定を目指し、
昨年 7 月 1 日ようやく「安曇野市議会基本条例」
の施行にこぎつけることができました。

この条例は、議会と議員の活動原則等の基本
を定め、市民の福祉と市政発展に寄与する議会
となることを目的としています。議会の機能の
向上を図り、市民の皆さんに分かりやすく親し
みやすい議会、「開かれた議会」とするために、
議会として議員として、なお一層努めていきた
いと考えています。

以下に安曇野市議会基本条例のポイントをあ
げていますが、その一つに「議会報告会」の開

催があります。今回、初めての議会報告会とな
りますが、ぜひ大勢の市民の皆さんに参加して
いただきたいです。

安曇野市議会基本条例のポイント
＊「議会報告会」等の開催

説明責任を果たすために「議会報告会」を
開催するとともに、市民参加を推進するため

「意見交換の場」を設けます。
＊議員質問に対し市長等の「反問権」の付与

一般質問等において、争点および論点を明
確にし、分かりやすい議論とするため、市長
等が反問する権利を明記しました。
＊「議員間の自由討議」の尊重

議会は「言論の府」であり、合議制機関です。
議員相互間の自由討議を尊重し合意形成に努
めることを明記しました。
＊政策立案および政策提言に努めること

議会の政策提案能力の向上を目指し、政策
立案および提案に努めると明記しました。

　将来の農業生産を担い、効率的で安定した経営
体（担い手）を育成し、その担い手が地域農業の
中心的な役割を果たせるよう、堀金烏川地区にお
いて区画整理や水路、農道等、約 28 ヘクタール
の整備を行った。

当初予算

5,266万２千円

当初予算

2,870万円

総　額

1億
3,650万7千円

総　額
4,270万円

第６号	除雪費補正額
2,386 万７千円
第７号	除雪費補正額
5,997 万８千円

第 7号　補正額
1,400 万円

一般会計　除雪費

一般会計　経営体育成基盤整備事業 ( 烏川地区 )

○：賛成　　×：反対　　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

議案第8号 安曇野市子ども・子育て会議条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第20号 平成 25年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議案第23号
修正案

平成 26年度安曇野市一般会計予算
に対する修正案 × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ○ × × × 議

議案第23号 平成 26年度安曇野市一般会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議

議案第25号 平成 26年度安曇野市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案第26号 平成 26年度安曇野市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

陳情第 2号
安曇養護学校に在籍する安曇野市在
住の児童生徒の教育条件整備および
卒業後の支援に関する件

× × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）

　昨年７月１日に施行いたしました「安曇野市議会基本条例」に基づき、このたび初め
て議会報告会を開催することになりました。議員が議会活動の状況を市民の皆さんに報
告・説明するとともに、議会活動や市政全般にわたって、自由に意見交換をする貴重な
機会と位置づけています。	
　皆さんのご参加をお待ちしております。

＊５月 13 日（火）午後７時  三郷支所　3 階 講堂
＊５月 17 日（土）午後７時  穂高支所　大会議室
＊５月 19 日（月）午後７時  堀金支所　301 会議室
＊５月 20 日（火）午後７時  豊科ふれあいホール 2 階
＊５月 21 日（水）午後７時  明科公民館　2 階 講義室

お近くの会場、ご都合のつく会場へお越しください。

安曇野市議会基本条例の制定とそのポイント

※上記以外の議案等は全員賛成で可決されました。

市議会が議場を飛び出します！
議会報告会のお知らせ
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一 般 質 問

問
　
厚
生
労
働
省
は
、2
回
連
続
し
た
流
産
、

死
産
が
あ
れ
ば
、
不
育
症
と
診
断
す
る
と
定

義
し
て
い
る
。
不
育
症
は
不
妊
症
に
比
べ
て

社
会
的
認
知
度
は
低
い
が
、
厚
労
省
研
究
班

の
調
査
で
は
、
全
国
に
１
４
０
万
人
の
不
育

症
の
人
が
い
る
と
推
計
し
て
い
る
。
安
曇
野

市
は
不
育
症
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
か

伺
う
。

市
長　

不
育
症
の
人
が
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
お
い
て
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
で
き
る
た
め
に
、
不
育
症
の
悩
み
を
持
っ

て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
、
多
く
の
皆
さ
ん

が
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い

る
。
相
談
窓
口
等
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
、
こ

れ
か
ら
極
め
て
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。
一
般
的
に
は
認
知
度
が
低
い
状
況

で
あ
る
が
、
今
後
は
医
師
会
等
医
療
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
、
前
向
き
に
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

問　
「
不
妊
症
治
療
に
は
助
成
制
度
が
あ
る

の
に
、
な
ぜ
不
育
症
に
は
な
い
の
か
。」
と

の
声
を
聞
い
た
。
不
育
症
治
療
の
た
め
の
検

査
に
は
、保
険
適
用
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
、

通
常
妊
娠
よ
り
高
額
に
な
る
。
不
育
症
治
療

に
も
医
療
費
助
成
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

不
育
症
に
関
し
て
の
啓
発
や
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
相
談
窓
口
の
創
設
も
検
討
し
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　

原
因
疾
患
、
治
療
に
つ
い

て
、ま
だ
研
究
段
階
と
捉
え
て
い
る
。
た
だ
、

相
当
な
確
率
で
妊
娠
・
出
産
で
き
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
市
と
し
て
も
専
門
医
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
す
る
。
ま
た
今
現
在
、
サ
ポ

ー
ト
、
相
談
窓
口
は
県
で
実
施
し
て
い
る
。

母
子
保
健
の
一
環
と
し
て
、
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
市
民
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
発
達
障
が
い
に
つ
い
て

問　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
体
の
負
担
が
少
な

い
血
液
検
査
に
よ
る
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
検

査
導
入
に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

市
長　

胃
の
健
康
度
を
見
る
検
診
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る
。
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
を
実
施

す
る
と
、
40
歳
以
上
の
受
診
者
は
お
よ
そ
半

数
が
要
精
密
検
査
に
な
り
、
医
療
機
関
の
胃

カ
メ
ラ
希
望
者
の
受
け
入
れ
体
制
が
課
題
と

な
る
。
25
年
度
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
県

下
で
実
施
し
て
い
る
の
は
4
自
治
体
の
み
で

あ
る
が
、
近
隣
で
は
節
目
年
齢
の
人
を
対
象

に
導
入
す
る
動
き
も
あ
る
の
で
、
情
報
収
集

を
重
ね
、
効
果
的
な
健
診
の
方
法
や
対
象
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

問　

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
つ
い
て
、
保
険
適

用
に
は
な
っ
た
が
、
3
割
負
担
の
人
で
６
０

０
０
円
程
度
に
な
る
。補
助
は
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長　

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
そ
の
も

の
が
有
効
で
あ
る
と
は
聞
い
て
い
る
。
真
剣

に
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
は
思
う
が
、
現

時
点
で
の
予
定
は
な
い
。

高
齢
者
等
要
援
護
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

問　

今
回
の
大
雪
に
対
す
る
除
雪
支
援
は
。

健
康
福
祉
部
長　

速
や
か
に
対
策
本
部
を
設

置
し
、
要
援
護
者
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
つ
い
て
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
確
認

を
し
、
必
要
に
応
じ
除
雪
支
援
を
し
た
。
軽

度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
契
約
し
、
１
時
間
５
０
０
円
で
除

雪
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問　

平
成
26
年
度
の
高
齢
者
施
設
整
備
の
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

高
齢
者
に
対
す
る
施
設
整

備
と
し
て
26
年
度
、
明
科
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
三
郷
に
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
を
予
定
し
、
計
画
に
沿
っ
て
進
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　

26
年
4
月
か
ら
組
織
の
大
改
編
が
行
わ

れ
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
職
員
意
識
と
職
務
遂

行
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
方
分
権
の

流
れ
の
中
、
地
方
に
権
限
や
財
源
が
委
譲
さ

れ
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
人
材
育
成
の
基
本
方
針
の
5
つ
の

満
た
す
べ
き
職
員
像
を
掲
げ
、
職
員
一
人
一

人
が
そ
れ
に
近
づ
く
た
め
の
職
員
研
修
を
行

っ
て
い
る
。
職
員
が
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
つ

こ
と
、
人
材
を
育
成
す
る
職
場
風
土
が
形
成

を
さ
れ
、
日
々
職
場
内
研
修
が
意
識
的
に
行

わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市
民
に
信
頼
さ
れ
、

頼
り
に
さ
れ
る
職
員
像
を
今
後
も
目
指
し
て

い
く
。

総
務
部
長　

26
年
度
は
職
階
層
別
研
修
に
よ

り
政
策
形
成
の
た
め
の
研
修
の
充
実
を
図
っ

て
い
く
。

企
画
財
政
部
長　

庁
内
部
局
の
横
断
的
連
携
、

ま
た
協
働
に
対
す
る
職
員
の
意
識
の
改
革
を

目
的
に
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
た
。

職
員
の
協
働
に
対
す
る
理
解
と
、
そ
れ
に
伴

う
実
践
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

問　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
職
員
研
修

に
組
み
込
む
こ
と
で
、
職
員
の
意
識
改
革
が

さ
ら
に
進
む
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長　

現
在
は
各
部
局
か
ら
上
が
っ
て

き
た
い
ろ
い
ろ
な
計
画
、
研
修
を
研
修
委
員

会
で
精
査
を
し
、
承
認
を
し
て
計
画
し
て
い

る
。
基
本
的
に
は
研
修
委
員
会
の
研
修
を
基

本
に
し
て
実
施
し
て
い
く
。
そ
の
場
に
応
じ

た
必
要
な
研
修
は
、
常
々
や
っ
て
い
け
る
よ

う
な
形
で
柔
軟
に
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

教
育
次
長　

公
民
館
の
職
員
が
、
地
域
担
当

の
職
員
と
し
て
公
民
館
事
業
、
ま
ち
づ
く
り

ま
た
は
地
域
づ
く
り
の
仕
事
に
携
わ
る
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
学
び
の
成
果
が
生
か
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

問
　
豊
科
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
ー
と
い
う
構
想
。
住
む
人
、
働
く

人
、
訪
れ
る
人
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
が
目
標
。
豊
科
市
街
を
拠

点
市
街
区
域
と
位
置
づ
け
て
、
市
の
拠
点
と

し
て
の
都
市
機
能
の
増
進
を
図
る
た
め
の
区

域
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

問　

住
民
・
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
積
極
的
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　

商
業
者
へ
の
動
機
づ
け
や

そ
の
た
め
の
学
習
会
な
ど
の
意
見
交
換
を
行

っ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

豊
科
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
再
生
の
た
め

に
、
借
り
上
げ
再
開
発
等
の
具
体
的
な
施
策

の
実
施
を
提
案
す
る
が
。

都
市
建
設
部
長　

安
曇
野
建
設
事
務
所
と
も

共
同
し
て
積
極
的
に
係
わ
っ
て
い
き
た
い
。

伝
統
行
事
の
継
承
発
展
・
ま
ち
お
こ
し
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て

問　

あ
め
市
や
三
九
郎
や
道
祖
神
祭
り
な
ど

の
伝
統
行
事
の
継
承
発
展
・
ま
ち
お
こ
し
に

向
け
た
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

地
域
を
挙
げ
て
参
加
を
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
態
勢
づ
く
り
も
極
め
て
大
切
。

問　

若
者
支
援
な
ど
の
各
種
支
援
を
提
案
す

る
が
。

教
育
長　

博
物
館
活
動
を
充
実
さ
せ
て
、
拠

点
施
設
と
し
て
活
動
支
援
し
て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
部
長　

地
域
行
事
の
振
興
を
担
う

商
工
会
青
年
部
の
活
動
に
、
今
後
も
支
援
を

し
て
い
く
。

問　

あ
め
市
を
、「
信
州
」や「
安
曇
野
」を
冠

し
た
「
あ
め
市
ラ
イ
ン
」
や
「
あ
め
市
リ
レ

ー
」
な
ど
と
し
て
、
広
域
連
携
に
よ
っ
て
観

光
の
目
玉
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
が
。

商
工
観
光
部
長　
「
あ
め
市
リ
レ
ー
」は
、近

隣
市
町
村
と
の
連
携
の
中
で
、
共
通
の
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
可
能
。豊科あめ市の「福俵引き」

記録的な大雪が生活を直撃

豊
科
市
街
・
商
店
街
の
再
生
・

活
性
化
に
つ
い
て

信
政
会
　
林
　
　
　
孝
　
彦

不
育
症
治
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

公
明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査
の

導
入
に
つ
い
て公

明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

組
織
改
編
に
と
も
な
う

職
務
遂
行
能
力
に
つ
い
て

政
和
会
　
藤
　
原
　
正
　
三

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

問
　
市
は
平
成
26
年
度
か
ら
三
郷
ス
カ
イ
ラ

イ
ン
を
整
備
す
る
。
南
部
エ
リ
ア
の
滞
在
型

山
岳
観
光
を
図
る
た
め
に
は
、
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
か
ら
先
の
大
滝
山
登
山
コ
ー
ス
を
打
ち
出

し
て
い
く
こ
と
だ
。
し
か
し
登
山
道
口
ま
で

の
併
用
林
道
区
間
は
轍
わ
だ
ちが
ひ
ど
い
。
平
成
27

年
度
以
降
の
林
道
整
備
計
画
に
組
み
込
ん
で

ほ
し
い
。
整
備
が
進
め
ば
ソ
フ
ト
事
業
を
存

分
に
で
き
る
。
地
元
農
家
の
若
者
た
ち
が
毎

年
続
け
る
大
滝
山
登
山
道
の
整
備
は
、
廃
道

の
危
機
に
あ
っ
た
登
山
道
を
復
活
さ
せ
た
。

登
山
道
の
整
備
自
体
を
観
光
資
源
に
し
て
首

都
圏
等
か
ら
若
者
た
ち
を
呼
び
込
み
た
い
が
。

農
林
部
長　

併
用
林
道
の
維
持
管
理
は
中
信

森
林
管
理
署
だ
が
定
期
的
な
整
備
を
し
て
い

な
い
。
轍
に
つ
い
て
は
、
管
理
署
と
現
地
踏

査
を
し
、
路
面
整
備
の
要
望
を
し
て
い
る
。

北
小
倉
鳴
沢
川
河
川
敷
堤
防
の
適
正
管
理
を

問　

北
小
倉
廃
棄
物
業
者
の
大
型
車
両
の
河

川
敷
通
行
を
条
例
違
反
と
し
た
過
去
の
市
の

見
解
が
あ
る
。
ま
た
現
在
も
入
口
に
は
「
一

般
車
両
通
行
禁
止
」
の
標
識
が
あ
る
。
こ
れ

が
市
の
現
在
の
方
針
で
は
な
い
の
か
。
状
況

は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
に
、
当
時
は
違
反
で

今
は
自
由
使
用
と
い
う
こ
と
は
な
い
は
ず

だ
。
河
川
敷
道
路
は
堤
防
で
あ
り
、
業
者
の

大
型
車
両
が
常
時
使
用
す
る
も
の
で
は
な

い
。
市
は
行
政
財
産
を
適
正
に
維
持
管
理
す

る
義
務
と
責
任
が
あ
る
。
入
口
に
ポ
ー
ル
設

置
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

都
市
建
設
部
長　

河
川
は
自
由
使
用
が
原
則
。

過
去
の
見
解
は
損
傷
の
恐
れ
も
含
め
た
判
断

を
し
て
い
る
が
、
現
状
は
河
川
施
設
を
い
き

な
り
壊
し
て
し
ま
う
状
況
で
は
な
い
。

問　

現
状
は
違
反
で
な
い
と
い
う
認
識
な
の

か
。こ
れ
ま
で
の
市
の
見
解
と
の
整
合
性
は
。

都
市
建
設
部
長　

現
状
で
損
傷
し
て
い
る
状

況
が
な
い
以
上
、
違
反
と
言
え
な
い
。
損
傷

が
あ
れ
ば
、
直
ち
に
対
応
す
る
。

問　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
で
は
、
大
型
の

公
共
施
設
整
備
が
目
立
つ
。
公
共
事
業
の
増

加
は
市
内
経
済
に
好
影
響
が
期
待
で
き
、
評

価
し
た
い
。
一
方
、
市
民
要
望
の
多
い
、
身

近
な
生
活
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
力
強
さ
が

感
じ
ら
れ
な
い
。
市
の
方
針
を
伺
う
。

市
長　

合
併
に
伴
う
必
要
な
公
共
施
設
整
備

に
、
こ
こ
数
年
は
集
中
投
資
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
だ
が
、
市
民
の
日
常
生
活
に
直
結

す
る
道
路
整
備
も
大
切
と
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
優
先
順
位
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

問　

生
活
道
路
整
備
で
は
、
地
元
が
地
権
者

等
か
ら
事
前
に
同
意
を
取
る
必
要
が
あ
り
、

同
意
の
あ
る
も
の
は
早
く
進
む
と
聞
く
が
。

都
市
建
設
部
長　

整
備
要
望
が
多
く
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
は
、選
択
と
集
中
も
必
要
。

新
規
の
整
備
路
線
の
決
定
に
は
、
地
権
者
の

同
意
も
判
断
の
重
要
な
項
目
と
な
る
。

問　

地
元
同
意
も
重
い
が
、
公
共
性
の
高
い

路
線
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
、
行
政
の
筋
の

通
っ
た
対
応
が
大
切
。
ま
た
、
相
当
の
補
償

等
が
伴
う
路
線
ま
で
、
地
元
が
事
前
同
意
を

取
る
の
は
困
難
。地
元
負
担
軽
減
の
考
え
は
。

都
市
建
設
部
長　

要
望
が
ま
と
ま
る
前
で

も
、何
ら
か
の
相
談
等
が
あ
れ
ば
、職
員
が
出

向
い
て
地
域
と一
緒
に
知
恵
を
出
し
合
い
た
い
。

長
峰
荘
の
あ
り
方
の
検
討
は

問　

し
ゃ
く
な
げ
荘
の
今
後
に
道
筋
が
つ
い

た
が
、
長
峰
荘
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

商
工
観
光
部
長　

宿
泊
機
能
を
廃
止
す
る
考

え
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
東
山
一
帯
の
整
備

を
と
ら
え
た
中
で
の
長
峰
荘
の
位
置
付
け
、

役
割
を
考
え
、
26
年
度
に
は
市
民
の
意
見
も

聞
き
、
方
向
付
け
を
し
た
い
。

市
長　

長
峰
荘
を
今
の
ま
ま
に
放
置
は
で
き

な
い
。地
元
の
熱
い
思
い
も
理
解
で
き
る
が
、

市
と
し
て
は
、
将
来
負
担
や
財
政
面
も
精
査

し
、
慎
重
に
方
向
付
け
を
し
て
い
く
。

問　

市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
千
葉
県
東
金
市
と
姉
妹
提
携
を
し
て
、

国
際
大
学
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
等
で
の
外

国
語
体
験
を
通
じ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
国
際

的
な
教
育
の
充
実
、「
災
害
時
の
相
互
協
力

宣
言
」の
充
実
、東
金
市
産
業
交
流
拠
点
施
設

と
の
交
流
の
充
実
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

市
長　

東
金
市
と
は
平
成
6
年
、
旧
堀
金
村

時
代
か
ら
交
流
。
20
年
の
間
、
毎
年
約
30
人

の
青
少
年
が
安
曇
野
の
夏
を
体
験
。
今
後
も

農
産
物
や
農
産
加
工
品
等
の
交
流
を
は
じ

め
、
災
害
時
の
相
互
支
援
体
制
の
確
立
、
国

際
化
に
対
応
で
き
る
青
少
年
育
成
な
ど
、
幅

広
い
市
民
交
流
を
実
施
し
、
友
好
提
携
を
前

向
き
に
検
討
す
る
。

大
雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
被
害
の
今
後
の

支
援
対
策
に
つ
い
て　

問　

2
月
の
大
雪
に
よ
る
農
業
用
ハ
ウ
ス
等

の
被
害
状
況
と
支
援
対
策
は
ど
う
か
。

市
長　

農
業
用
ハ
ウ
ス
１
６
３
棟
、
約
１
億

１
２
０
０
万
円
の
被
害
を
確
認
。
国
や
県
の

支
援
策
と
連
動
し
た
撤
去
費
用
や
再
建
費
用

の
助
成
な
ど
の
支
援
策
を
打
ち
出
す
。

農
林
部
長　

農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
生
産
設
備

の
修
繕
や
施
設
撤
去
に
対
し
補
助
を
し
て
い

く
。
市
の
独
自
支
援
策
と
し
て
、
施
設
の
復

旧
経
費
に
対
し
国
と
県
の
支
援
の
他
に
、
市

で
10
分
の
2
を
支
援
し
、
農
家
は
10
分
の
１

の
負
担
と
す
る
。
ま
た
、
施
設
の
撤
去
費
は

国
と
県
と
市
で
全
額
支
援
す
る
。
そ
の
他
、

倒
壊
し
た
生
産
に
必
要
な
施
設
の
撤
去
を
す

る
と
き
の
融
雪
剤
の
購
入
補
助
や
、
災
害
関

連
資
金
の
利
子
の
助
成
、
農
業
関
係
に
要
す

る
除
雪
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
く
Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ

整
備
計
画
に
つ
い
て

問
　
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
進
め
る
か
。

日
帰
り
入
浴
施
設
「
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の

湯
」
が
観
光
の
拠
点
に
な
る
位
置
づ
け
と
展

望
を
伺
う
。
ま
た
、
昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
の
観
光
客
数
は
前
年
比
5
・
9
％
減

で
あ
っ
た
。
こ
の
復
活
に
ど
ん
な
方
策
を
検

討
し
た
か
。
次
に
、
滞
在
型
観
光
に
す
る
た

め
に
、
行
政
は
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
べ
き

と
検
討
し
て
い
る
の
か
。
最
後
に
、
建
築
家

の
安
藤
忠
雄
氏
は
、
瀬
戸
内
海
の
直
島
に
水

中
美
術
館
を
造
り
観
光
地
に
し
た
。
市
と
し

て
建
築
家
や
彫
刻
家
等
の
表
現
者
の
知
恵･

力
を
借
り
て
構
想
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
は
天
然
温

泉
を
活
用
し
て
、
市
民
の
健
康
と
福
祉
の
向

上
、
癒
し
、
交
流
を
目
的
と
す
る
施
設
で
あ

る
。
周
辺
整
備
と
あ
わ
せ
観
光
情
報
を
発
信

し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
期
待

で
き
る
場
所
だ
と
捉
え
て
い
る
。
観
光
客
の

復
活
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
旅
番

組
な
ど
の
ロ
ケ
支
援
に
力
を
入
れ
、
25
年
度

は
13
件
の
撮
影
が
あ
っ
た
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
利
用
し
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

商
工
観
光
部
長　

滞
在
型
観
光
に
は
、
ハ
ー

ド
と
ソ
フ
ト
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が
大

切
。
地
域
全
体
で
地
域
資
源
を
観
光
資
源
と

し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

芸
術
家
や
建
築
家
、
安
曇
野
の
資
源

を
ど
う
生
か
し
て
新
た
な
観
光
資
源
を
つ
く

っ
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
観
光

振
興
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
市
民
生
活
へ
の
影
響
と
対
応
は

問　

特
に
農
業
や
医
療（
国
民
皆
保
険
制
度
）

に
お
い
て
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
考

え
方
を
伺
う
。

市
長　

国
益
を
し
っ
か
り
守
り
、
約
束
し
た

こ
と
を
実
行
で
き
る
交
渉
の
内
容
に
な
る
よ

う
見
守
っ
て
い
く
。
機
会
あ
る
ご
と
に
関
係

機
関
、
国
会
議
員
に
要
請
し
て
い
く
。

大滝山登山道を復活させた地元若手農業者たち現在の長峰荘

千葉県東金市展望と青年の家

各国･地域の関税率
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％

全品目（2009年実効関税率単純平均、世界銀行資料より作成）

農産物(2010年11月19日参院予算委　鹿野農水大臣答弁より作製）
アベノリスク（植草一秀　著）より出典

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
進
め
る
か無

所
属
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

「
安
曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の

実
現
と
三
郷
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
整
備

無
所
属
　
増
　
田
　
望
三
郎

身
近
な
生
活
道
路
整
備
の
推
進
と

地
元
同
意
の
あ
り
方
に
つ
い
て

政
和
会
　
松
　
枝
　
　
　
功

東
金
市
（
千
葉
県
）
と
の

姉
妹
提
携
を
提
案
し
ま
す

信
政
会
　
一
　
志
　
信
一
郎

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）



12
安曇野市議会だより　第 34号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014. 5. 8

13
AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2014. 5. 8安曇野市議会だより　第 34号

一 般 質 問

問
　
新
農
業
・
農
村
政
策
に
沿
っ
た
、
安
曇

野
市
の
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

平
成
23
年
度
に
策
定
し
た
農
業
・
農

村
振
興
基
本
計
画
の
中
で
、①
農
業
で
稼
ぐ
。

②
田
園
を
守
る
。
③
安
曇
野
に
生
き
る
。
と

い
っ
た
3
つ
の
振
興
戦
略
と
し
て
体
系
づ
け

を
行
い
、
国
の
政
策
転
換
に
も
対
応
で
き
る

振
興
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
農
業
後
継
者
づ
く
り
に
重
点

を
置
き
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
「
親
元
就
農

促
進
事
業
」
を
創
設
し
、
定
額
の
支
援
金
の

交
付
と
農
業
機
械
等
取
得
に
対
す
る
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の

解
消
に
取
り
組
ん
だ
場
合
に
も
、
同
様
に
支

援
金
の
交
付
対
象
枠
を
広
げ
た
い
。

問　

足
腰
の
強
い
産
業
と
し
て
生
き
残
れ
る

安
曇
野
独
自
の
施
策
と
、
公
的
支
援
制
度
の

拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
部
長　

農
業
を
本
格
的
に
取
り
組
む
認

定
農
業
者
に
も
、
親
元
就
農
支
援
金
と
同
額

を
支
援
す
る
。
ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
事
業
に
取
り
組
む
組
織
の
掘
り
起
し
に

も
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
広
域
排
水
事
業
に
つ
い
て

問　

こ
の
事
業
で
造
成
さ
れ
た
排
水
施
設
は

安
曇
野
・
松
本
行
政
事
務
組
合
が
管
理
し
て

い
る
が
、
洪
水
災
害
な
ど
の
場
合
、
別
の
指

揮
命
令
系
統
に
な
る
と
思
わ
れ
、
的
確
な
対

応
が
と
れ
る
の
か
不
安
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
の
事
務
組
合
組
織
を
見
直
し
、
安
曇
野
市

と
松
本
市
の
そ
れ
ぞ
れ
が
直
接
管
理
を
す
る

方
向
に
改
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

す
ぐ
に
は
困
難
で
あ
る
が
、
黒
沢
川

と
あ
づ
み
野
排
水
路
が
接
続
さ
れ
れ
ば
、
あ

づ
み
野
排
水
路
は
、
長
野
県
の
河
川
管
理
に

な
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
見

直
し
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
生
態
系
等
の
環
境
保
全
に
つ
い
て

問　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
5
町
村
合
併

時
の
新
市
将
来
構
想
の
地
域
づ
く
り
で
あ

り
、
合
併
に
よ
っ
て
行
政
が
市
民
か
ら
遠
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、
市
長
は
平
成
26
年
度
の

市
政
の
重
点
項
目
に
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
決

意
は
。

市
長　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
に
な

る
一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域

社
会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
も
と
、
多
様
化

す
る
地
域
課
題
の
解
決
に
は
、
地
域
づ
く
り

を
担
う
主
体
が
連
携
協
力
す
る
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ

で
、
推
進
の
基
本
方
針
と
行
動
計
画
を
策
定

し
て
26
年
度
の
重
点
項
目
と
し
た
。

問　

市
役
所
各
職
場
で
の
協
働
の
認
識
に
よ

っ
て
計
画
の
成
果
は
大
き
く
変
わ
る
。
職
員

の
統
括
者
で
あ
る
副
市
長
の
考
え
は
。

副
市
長　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
庁
内
の
横
断
的
連

携
と
職
員
の
協
働
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
。
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
に
、
地
区
担

当
職
員
制
度
や
地
域
づ
く
り
課
、
各
支
所
の

ま
ち
づ
く
り
担
当
が
市
民
の
先
頭
に
立
ち
、

積
極
的
に
地
区
の
活
動
に
参
画
し
、
地
域
特

有
の
課
題
な
ど
を
担
当
部
署
や
専
門
機
関
に

つ
な
げ
る
。
さ
ら
に
、
課
題
解
決
を
図
る
実

践
能
力
を
高
め
る
研
修
を
重
ね
る
。

問　

行
動
計
画
は
、区
長
が
大
き
く
関
わ
る
。

現
状
の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
で
は
。

企
画
財
政
部
長　

区
長
会
と
連
携
し
て
地
域

の
課
題
を
地
域
で
解
決
し
、
役
員
だ
け
に
負

担
と
な
ら
な
い
区
の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討

中
で
、
区
の
定
義
や
事
業
、
市
と
の
役
割
分

担
な
ど
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
に
つ
な
げ
た
い
。

ま
た
、
区
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め

に
「
地
域
力
向
上
事
業
交
付
金
」
を
26
年
度

か
ら
新
設
し
て
支
援
を
図
る
。

問　

26
年
度
予
算
は
一
般
会
計
と
特
別
会
計

で
６
９
２
億
円
の
予
算
、
89
億
円
借
り
な
い

と
や
っ
て
い
け
な
い
予
算
で
、
大
型
借
金
と

建
設
ラ
ッ
シ
ュ
予
算
で
は
な
い
か
。し
か
も
、

一
般
・
特
別
会
計
連
結
合
計
で
９
０
９
億
円

の
借
金
で
あ
り
、
市
民
に
負
担
さ
せ
る
も
の

で
は
な
い
か
。

市
長　

89
億
円
の
地
方
債
は
財
政
計
画
の
地

方
債
の
範
囲
内
で
あ
る
。
箱
物
行
政
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
施
設

で
あ
る
。

問　

普
通
建
設
事
業
は
１
０
３
億
円
な
の

に
、
国
保
会
計
で
は
所
得
２
０
０
万
円
以
下

の
人
が
90
％
に
達
し
よ
う
と
し
て
い
る
厳
し

い
財
政
状
況
だ
が
こ
れ
で
い
い
の
か
。

市
長　

国
保
税
は
今
年
度
は
値
上
が
り
し
な

い
。
箱
物
行
政
と
言
う
が
、
必
要
な
も
の
は

今
作
ら
な
い
と
後
年
度
負
担
が
増
す
。

市
長
（
反
問
）　

反
問
権
を
使
わ
せ
て
も
ら

う
。
何
を
箱
物
行
政
と
捉
え
、
何
を
や
め
よ

と
い
う
の
か
。

議
員　

本
庁
舎
30
億
円
、
豊
科
公
民
館
の
大

規
模
改
修
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
穂

高
会
館
、
し
ゃ
く
な
げ
が
箱
物
。
そ
の
た
め

福
祉
が
削
減
さ
れ
る
。

市
長
（
反
問
）　

何
が
具
体
的
に
必
要
で
な

い
公
共
施
設
か
。
庁
舎
か
。

議
員　

庁
舎
は
特
化
し
た
現
れ
で
あ
る
。
26

年
度
予
算
の
建
物
を
含
む
普
通
建
設
事
業
費

は
１
０
３
億
円
で
あ
る
。

松
く
い
虫
対
策

問　

12
月
定
例
会
で
、
被
害
を
早
急
に
食
い

止
め
る
た
め
、
県
と
の
対
応
で
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
提
案
し
た
が
、ど
う
検
討
し
た
か
。

市
長　

県
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
要
望
。
6
月

中
旬
に
は
枯
損
木
の
伐
倒
を
終
了
さ
せ
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ソ
ニ
ー
の
徹
退
問
題
に
つ
い
て

○
除
雪
対
策
に
つ
い
て

問
　「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」
の
必
要
性

と
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

地
域
を
育
む
道
路
と
し
て
産
業
や
観

光
に
お
け
る
生
命
線
と
も
言
え
る
道
路
で
あ

る
。
生
活
道
路
・
物
流
道
路
と
し
て
、
ま
た

観
光
資
源
の
豊
か
な
地
域
を
結
ぶ
ル
ー
ト
と

し
て
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
路
線
の
整

備
が
図
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

問　

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
し
て
い
く
か
。

市
長　

県
側
か
ら
の
早
期
ル
ー
ト
提
示
を
要

望
し
て
い
る
。
中
信
地
区
全
域
に
係
わ
る
大

き
な
政
治
課
題
な
の
で
、
地
域
の
声
を
十
分

聞
き
な
が
ら
建
設
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

安
曇
野
市
と
し
て
独
自
に
意
見
を
ま
と

め
、
県
に
要
請
し
て
い
く
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
の
新
設
は
ど
う
か
。

市
長　

県
か
ら
具
体
的
な
ル
ー
ト
案
を
示
し

て
も
ら
い
、
建
設
促
進
に
向
け
た
組
織
を
設

立
し
て
い
き
た
い
。

安
曇
野
市
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て

問　

観
光
に
よ
る
経
済
活
性
化
が
高
ま
る

中
、
顧
客
誘
致
を
図
る
戦
略
を
聞
き
た
い
。

市
長　

観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
全
て
の

地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
滞
在
型
観
光
を

目
指
す
。
観
光
業
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
全

体
の
協
力
を
い
た
だ
き
推
進
し
て
い
く
。

問　

顧
客
の
受
け
入
れ
姿
勢
で
あ
る
接
客
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

市
長　

地
域
全
体
の
お
も
て
な
し
の
質
を
高

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
接
客
マ
ナ
ー
の
向

上
を
全
市
を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
。

問　

広
域
で
の
誘
客
推
進
で
着
地
型
観
光
を

目
指
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

広
域
的
な
商
品
造
成
が
多

様
な
来
訪
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
着
地
型

観
光
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
様
々
な
分
野

で
広
域
連
携
を
進
め
、
安
曇
野
を
ブ
ラ
ン
ド

化
し
て
い
き
た
い
。

平成 25年 3月県より示された松本糸魚川連絡道路図

安曇野地区広域排水事業所（堀金）アレチウリの除去作業

枯損木の伐倒

地
域
高
規
格
道
路

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
に
つ
い
て

信
政
会
　
宮
　
澤
　
豊
　
次

国
が
示
す
、
新
た
な
農
業
・

農
村
政
策
へ
の
転
換
は

無
所
属
　
山
　
田
　
幸
　
与

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
推
進
の

基
本
方
針
と
行
動
計
画
は

政
和
会
　
坂
　
内
　
不
二
男

26
年
度
予
算
は
誰
の
た
め
の
予
算
か

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
松
　
澤
　
好
　
哲

※
反
問
権
…
市
長
ほ
か
市
の
職
員
が
、議
長
等
の
許
可
を
得
て
議
員
の
質
問
に
対
し
て
逆
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
議
会
基
本
条
例
第
9
条
第
2
項
第
2
号
）
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一 般 質 問

みんなで体操！

問
　
新
市
発
足
10
周
年
事
業
と
し
て
市
歌
の

制
定
や
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
の
準
備

予
算
を
計
上
さ
れ
た
が
、
一
体
感
の
醸
成
の

た
め
の
具
体
策
を
伺
う
。

市
長　

全
国
で
も
稀
に
見
る
5
町
村
の
新
設

合
併
で
生
ま
れ
た
新
市
の
経
過
か
ら
、
各
地

域
の
伝
統
文
化
を
活
か
し
な
が
ら
、
旧
町
村

が
よ
り
一
体
感
を
作
り
合
併
し
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
と
考
え
る
。

市
歌
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
歌
い
継
が
れ
る
よ
う
、
本
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
有
識
者
や
音
楽
関
係
者
な
ど
で
構
成
す

る
仮
称「
市
歌
制
定
委
員
会
」を
設
置
し
て
準

備
に
入
り
た
い
。ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い

て
は
、関
係
諸
団
体
に
よ
る
準
備
委
員
会
を

経
て
、平
成
26
年
10
月
に
プ
レ
大
会
を
実
施

し
、大
会
運
営
や
交
通
規
制
な
ど
を
検
証
し

た
上
で
27
年
6
月
の
本
大
会
実
施
を
目
指
し

た
い
。
ま
た
、
一
体
感
醸
成
の
象
徴
で
あ
る

新
庁
舎
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
拾
ヶ

堰
を
コ
ー
ス
の
中
心
に
据
え
、
観
光
や
景
観

に
考
慮
し
た
コ
ー
ス
設
計
と
す
る
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
期
待

す
る
。

問　

新
庁
舎
開
庁
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
警

察
の
音
楽
隊
・
消
防
の
ラ
ッ
パ
隊
・
小
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
や
各
種
団
体
の
鼓
笛
隊

な
ど
多
く
の
人
に
声
を
か
け
、
市
民
皆
さ
ん

で
お
祝
い
し
た
い
と
思
う
が
。

市
長　

27
年
の
庁
舎
開
庁
行
事
に
つ
い
て

は
、
新
市
発
足
10
周
年
と
も
重
な
る
こ
と
か

ら
、
若
い
人
た
ち
や
職
員
等
か
ら
も
ア
イ
デ

ア
を
募
り
具
体
的
な
検
討
に
入
り
た
い
。

除
雪
の
対
応
に
つ
い
て

問　

除
雪
の
提
案
だ
が
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所

持
し
て
い
る
人
に
排
土
板
を
市
で
提
供
し
協

力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

今
回
の
大
雪
の
経
験
を
も
と
に
精
査

す
る
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

後
年
度
負
担
を
若
者
や
子
育
て
世
代
に

強
い
る
な
ら
、
三
郷
小
学
校
や
堀
金
保
育
園

や
安
曇
養
護
学
校
の
過
大
規
模
に
心
を
痛

め
、
過
大
規
模
を
解
消
し
た
り
、
安
曇
養
護

学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
援
助
を
考
え
た
り

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

12
月
定
例
会
の
答
弁
通
り
、
三
郷
地

域
を
二
分
す
る
策
は
適
当
で
は
な
い
。
市
内

の
小
学
生
は
5
年
間
で
３
３
７
人
減
少
し
て

お
り
、
過
大
規
模
校
は
徐
々
に
解
消
さ
れ
る

見
通
し
で
あ
る
。
通
学
区
な
ど
は
市
全
体
の

課
題
と
し
て
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。
安

曇
養
護
学
校
に
つ
い
て
は
、
市
の
子
ど
も
た

ち
が
半
数
以
上
も
通
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
県
に
改
善
を
お
願
い
し
て
い
る
。
さ
ら

に
改
善
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
働
き
か
け
を

強
め
て
い
き
た
い
。

問　

安
曇
野
市
に
は
正
規
職
員
と
同
数
の
非

常
勤
職
員
が
働
い
て
い
る
。
専
門
職
の
保
育

士
や
図
書
館
司
書
を
ぜ
ひ
正
規
職
員
に
し
、

賃
金
改
善
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長　

市
で
は
保
育
士
な
ど
有
資
格
者

の
正
規
採
用
の
た
め
、
新
採
用
を
39
歳
ま
で

に
し
て
経
験
枠
採
用
を
行
い
、
平
成
25
年
度

は
新
採
用
7
名
中
経
験
枠
は
4
名
、
26
年
度

は
4
月
採
用
4
名
の
う
ち
２
名
が
経
験
枠
と

な
っ
て
い
る
。
新
卒
枠
と
別
に
経
験
枠
を
設

け
て
い
る
。
今
後
も
配
置
や
処
遇
は
適
正
な

見
直
し
を
行
い
、
雇
用
の
機
会
の
提
供
を
行

っ
て
い
き
た
い
。
給
与
改
善
は
人
事
院
勧
告

や
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
踏
ま
え
、
随
時
賃

金
単
価
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
特

に
26
年
度
か
ら
は
図
書
館
司
書
の
月
額
賃
金

の
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
今
後
も
国
の

動
向
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
を
み
な
が
ら
、

改
善
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
三
郷
（
総
合
）
支
所
問
題
に
つ
い
て

○
増
田
建
設
産
業
問
題
に
つ
い
て

問　

昨
年
3
月
策
定
し
た
「
安
曇
野
市
健
康

づ
く
り
計
画
」
は
、
市
民
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
。
実
践
者
で
あ
る
市
民
に
分
か
り
や
す

い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
配
布
す
べ
き
で
は
。

市
長　

健
康
づ
く
り
は
、
自
分
の
体
に
関
心

を
持
ち
、
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
。
情
報
発

信
と
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長　

分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て

自
ら
取
り
組
め
る
内
容
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作

成
等
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
35
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
人

間
ド
ッ
ク
お
よ
び
脳
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
が
、
75
歳
以
上
は
対
象
外
。

後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
こ
そ
総
合
的
健
康
チ

ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
り
、
対
象
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

75
歳
以
上
の
人
へ
の
人
間
ド
ッ
ク
補
助
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
実

施
す
る
方
向
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

日
本
人
の
死
因
順
位
第
3
位
の
肺
炎
に

つ
い
て
、
肺
炎
の
原
因
と
な
る
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
を
、
国
が
定
期
予
防
接
種
に
組
み

込
み
し
だ
い
直
ち
に
実
施
し
て
、
高
齢
者
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

健
康
福
祉
部
長　

国
は
10
月
頃
に
、
肺
炎
球

菌
の
定
期
接
種
化
を
予
定
し
て
い
る
。
市
で

は
、
定
期
接
種
に
な
っ
た
場
合
、
速
や
か
に

実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
功
労
表
彰
に
つ
い
て

問　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

視
点
か
ら
、
行
政
が
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

る
た
め
に
も
、
一
般
市
民
や
団
体
の
受
賞
者

を
大
幅
に
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
は
、
一
般
市
民
や
団
体
を
数
多

く
表
彰
す
る
方
向
で
、
充
実
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
候
補
者
の
掘
り
起
こ
し
も
各
区
長
に

照
会
す
る
な
ど
、幅
広
く
求
め
て
い
き
た
い
。

問
　
来
年
4
月
か
ら
施
行
予
定
の
「
改
正
」

介
護
保
険
制
度
で
は
、
要
支
援
1
・
2
の
人

た
ち
は
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
。
自

治
体
の
財
政
状
況
に
よ
っ
て
は
、
今
ま
で
と

同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
可
能

性
も
出
て
く
る
。
市
長
は
こ
の
「
改
正
」
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長　

介
護
保
険
制
度
を
存
続
さ
せ
る
に

は
、
見
直
し
は
や
む
を
得
な
い
。
基
本
的
に

は
法
律
を
改
正
し
て
、
国
が
責
任
を
負
う
べ

き
課
題
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い
る
。

問　

要
支
援
1
・
2
の
通
所
介
護
、
訪
問
介

護
利
用
の
人
が
地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ

て
も
、
今
ま
で
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
さ

れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

現
在
の
状
況
で
は
制
度
が

変
わ
っ
た
ら
簡
単
に
サ
ー
ビ
ス
を
な
く
す
の

か
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
第
6
期

介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で
十
分
検
討
し
て

い
く
。

問　

市
町
村
の
裁
量
で
事
業
を
行
う
と
い
う

こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ
た
対
応
を
考
え
て
い

る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

サ
ロ
ン
、
体
操
教
室
と
い

っ
た
集
い
の
場
や
生
活
支
援
の
提
供
は
地
域

力
を
使
い
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
。
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
が

増
え
、
対
象
者
に
と
っ
て
も
有
意
な
点
だ
。

問　

国
の
定
め
た
基
準
が
取
り
払
わ
れ
た
地

域
支
援
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
は
、
も
う
そ

れ
は
制
度
で
は
な
く
な
る
。
専
門
的
な
支
援

の
提
供
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
レ
ベ
ル
低

下
が
心
配
さ
れ
る
が
。

健
康
福
祉
部
長　

健
康
を
維
持
し
て
い
く
、

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
く
、

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
自
分
自
身
で
や
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
安
曇
野
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
整
備
事
業
に
つ

い
て

ハーフマラソンコースとなる拾ヶ堰

ドック、予防接種を受けて、健康で
楽しく長生きしましょう。

合
併
10
周
年
を
前
に
、
更
な
る

一
体
感
醸
成
の
必
要
性
に
つ
い
て

公
明
党
　
小
　
松
　
芳
　
樹

非
常
勤
の
図
書
館
司
書
の

賃
金
改
善
へ
一
歩
前
進
！

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井
　
出
　
勝
　
正

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び

肺
炎
予
防
接
種
の
助
成
を

信
政
会
　
竹
　
内
　
秀
太
郎

介
護
保
険
制
度
「
改
正
」
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
　
狩
　
久
美
子

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
安
曇
野
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）
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一 般 質 問

安曇野市でも松枯れ対策に空中散布か

問
　
情
報
化
が
進
む
中
、
性
に
つ
い
て
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
雑
誌
等
か
ら
商
品
化
さ
れ

た
情
報
が
氾
濫
し
、
容
易
に
得
る
こ
と
が
で

き
、
性
に
関
す
る
理
解
や
準
備
が
で
き
て
い

な
い
子
ど
も
た
ち
に
届
い
て
し
ま
う
。
子
ど

も
た
ち
の
性
意
識
、
性
に
関
わ
る
感
染
症
、

性
虐
待
、
人
工
中
絶
、
性
犯
罪
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
本
定
例
会
市
長
施
政
方
針
要
旨

で
示
さ
れ
た
、
安
曇
野
市
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
、
ど
の
よ
う

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
機

能
を
有
す
る
の
か
市
長
に
お
聞
き
す
る
。

市
長　

全
国
的
に
核
家
族
化
、
地
域
住
民
の

連
帯
感
の
希
薄
化
、
家
庭
で
の
教
育
力
の
低

下
、
地
域
社
会
に
よ
る
犯
罪
抑
止
機
能
が
低

下
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
事
件
が
深

刻
化
・
広
域
化
し
、
低
年
齢
化
も
し
て
い
る
。

刑
法
犯
罪
な
ど
で
補
導
検
挙
さ
れ
て
い
る
市

内
の
青
少
年
は
、
平
成
24
年
は
46
件
と
な
っ

て
い
る
。
地
域
の
青
少
年
育
成
連
絡
会
、
防

犯
協
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
青
少
年
の
育
成
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
各
地
域
の
活
動

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
地
域
、
警
察
、
そ
の

他
の
行
政
機
関
が
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
を

犯
罪
か
ら
守
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指

す
。
県
内
19
市
で
安
曇
野
市
だ
け
が
青
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
今

年
度
設
置
す
る
安
曇
野
市
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
は
、
建
物
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
組

織
を
立
ち
上
げ
る
。
18
歳
ま
で
の
青
少
年
を

対
象
に
、
定
期
的
に 

非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
や
有
害
環
境
へ
の
対
応
、
子
ど
も
の
あ
ら

ゆ
る
相
談
に
乗
る
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
関
す
る
活
動
を
行
う
組
織
に
す
る
。

問　

青
少
年
保
護
条
例
制
定
（
淫
行
罰
則
規

定
）
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

青
少
年
の
犯
罪
抑
止
に
努
め
て
い

く
中
で
青
少
年
保
護
に
関
す
る
条
例
制
定
の

必
要
性
を
研
究
し
て
い
く
。

問
　
松
枯
れ
防
除
の
有
人
ヘ
リ
に
よ
る
農
薬

の
空
中
散
布
は
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
を

汚
染
し
、
生
態
系
や
ヒ
ト
に
被
害
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
。
慎
重
な
対
応
が
必
要
だ
。

市
の
実
施
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
林
部
長　

平
成
26
年
度
の
計
画
予
定
地

は
、
明
科
地
域
潮
沢
区
の
岩
洲
公
園
の
周
辺

と
豊
科
地
域
大
口
沢
区
の
松
林
の
2
か
所
。

地
域
や
山
林
組
合
の
要
望
を
受
け
、
地
元
説

明
会
を
開
催
し
検
討
し
て
い
る
。
県
の
指
針

「
松
く
い
虫
防
除
の
た
め
の
農
薬
空
中
散
布

の
今
後
の
あ
り
方
」
に
基
づ
き
進
め
る
。
地

域
住
民
の
合
意
が
空
散
実
施
の
大
前
提
で
あ

る
。
十
分
な
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
対
応
し
て
い
く
。

問　

空
中
散
布
は
安
全
、
松
枯
れ
に
効
く
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
一
方
で
、
危
険
だ
、
効

か
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
同
じ
く
ら
い
あ

る
。（
一
般
質
問
と
い
う
）
限
ら
れ
た
中
で

安
全
性
や
有
効
性
の
議
論
は
難
し
い
が
、
私

自
身
は
空
散
に
は
反
対
だ
。
空
中
散
布
に
過

度
に
頼
ら
ず
、
自
然
の
摂
理
に
適
っ
た
中
長

期
的
な
対
策
の
方
が
重
要
で
は
な
い
か
。

農
林
部
長　

こ
れ
ま
で
も
地
域
に
応
じ
た
効

果
的
な
防
除
を
行
っ
て
き
た
。
別
荘
、
民
家

が
混
住
し
た
西
山
地
域
で
は
、
空
中
散
布
や

薬
剤
散
布
は
困
難
。
一
律
に
空
中
防
除
に
頼

る
の
で
は
な
く
、
地
域
に
適
し
た
対
策
を
地

元
の
合
意
に
よ
り
実
施
し
て
い
き
た
い
。

Ｍ
産
業
の
防
音
壁
の
危
険
性
に
つ
い
て

問　

市
の
要
請
を
受
け
て
、
そ
の
後
の
県
の

対
応
に
進
展
は
あ
る
か
。

市
民
環
境
部
長　

県
の
回
答
で
は
「
防
音
壁

に
関
す
る
業
者
の
書
類
に
不
明
な
点
が
あ
っ

た
た
め
、
廃
棄
物
対
策
課
が
補
正
指
導
を
行

っ
た
。
１
月
24
日
付
で
業
者
か
ら
書
類
の
再

提
出
が
あ
り
、
現
在
、
壁
の
安
全
性
に
つ
い

て
確
認
を
行
っ
て
い
る
」と
の
こ
と
で
あ
る
。

小
中
学
生
の
性
教
育
と

青
少
年
保
護
条
例
に
つ
い
て

政
和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

松
枯
れ
防
除
・
空
中
散
布
は

地
域
住
民
の
合
意
が
大
前
提

無
所
属
　
小
　
林
　
純
　
子
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研
修
を
終
え
て

●
新
し
い
広
報
委
員
と
し
て
、
初
め
て
議
会

だ
よ
り
を
作
成
し
た
直
後
の
研
修
だ
っ
た
の

で
、
紙
面
構
成
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
経
験
し

て
い
た
が
、
他
の
市
は
ど
の
よ
う
な
紙
面
を

作
っ
て
い
る
の
か
関
心
を
持
っ
て
参
加
し
た
。

●
議
員
側
か
ら
す
る
と
、
少
し
で
も
自
分
の

質
問
の
詳
細
を
載
せ
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
写

真
を
載
せ
て
文
字
を
減
ら
す
な
ど
、
も
っ
と

コ
ン
パ
ク
ト
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

視
察
報
告
を
書
き
な
が
ら
妻
に
議
会
だ
よ

り
を
み
せ
た
。
余
白
が
少
な
い
、
文
字
が
全

　

特
徴
と
し
て
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
「
常

任
委
員
会
を
中
心
と
し
た
政
策
形
成
サ
イ
ク

ル
」
で
あ
る
。

①
議
会
の
政
策
提
言
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
のA

ction

（
改
善
）
を
促
し
、
政
策

水
準
を
向
上
さ
せ
て
い
る
。

②
こ
の
政
策
提
言
は
、
専
門
的
に
調
査
研
究

を
行
う
機
関
で
あ
る
常
任
委
員
会
を
中

心
に
行
い
、
市
民
意
見
交
換
会
や
議
員

研
修
会
、
政
策
討
論
会
な
ど
の
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
政
策
提
言
の
妥
当
性
や

説
得
力
等
を
高
め
て
い
る
。

面
で
読
み
づ
ら
い
と
苦
言
を
呈
さ
れ
た
。

研
修
の
成
果
を
34
号
以
降
の
紙
面
で
反

映
さ
せ
た
い
。

●
市
民
が
議
会
に
ど
れ
だ
け
関
心
を
持
っ
て

く
れ
る
か
が
大
事
で
、
編
集
は
い
い
と
こ
ろ

の
ま
ね
4

4

だ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
表
紙
の
写

真
に
は
た
と
え
ば
特
色
の
あ
る
公
民
館
の
行

事
な
ど
シ
リ
ー
ズ
も
の
、
空
白
を
思
い
切
っ

て
入
れ
る
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
な
ど
の
活
用

な
ど
参
考
に
な
っ
た
。

●
議
会
だ
よ
り
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
手
に
し

て
も
ら
え
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
深
谷
市
議
会
か
ら
は
、
議
会
で
の
質
問

や
答
弁
を
端
的
に
表
現
す
る
必
要
性
を
、
会

議
録
セ
ン
タ
ー
の
実
習
か
ら
は
、
写
真
や
イ

ラ
ス
ト
、
記
事
の
ま
と
め
方
な
ど
紙
面
改
善

に
つ
な
が
る
こ
と
、文
字
の
大
き
さ
や
字
体
、

紙
面
構
成
に
よ
っ
て
も
読
者
の
目
の
ひ
き
つ

け
か
た
が
違
う
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

委
員
全
員
で
が
ん
ば
ろ
う
ね

③
政
策
提
言
は
目
的
・
背
景
・
基
本
的
方
向
・

財
政
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
し
、
更
に
政
策
提
言
の
執
行
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
条
例
に
規
定
し
、

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
て
い
る
。

④
行
政
に
対
し
、
政
策
の
改
善
や
立
案
を
求

め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
の
政
策

水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
主
目
的
と

し
て
い
る
が
、
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、

議
員
の
審
査
能
力
や
調
査
能
力
を
高
め

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。

　

当
市
も
議
会
基
本
条
例
を
運
用
す
る
に
当

た
っ
て
、参
考
に
な
る
こ
と
が
沢
山
あ
っ
た
。

議会広報特別委員会

議会運営委員会

編集ワークショップ

委員会視察報告

１視察先　埼玉県深谷市議会および（株）会議録センター
２目　的　読まれる議会だよりについて意見交換
　　　　　（深谷市議会）
　　　　　議会だよりの編集に関する研修
　　　　　（会議録センター）
３期　日　平成 26年２月３日から平成 26年２月４日まで

１視察先　岐阜県高山市議会
２目　的　「議会基本条例 12条」に基づく政策立案、政策

提案および政策提言の形成サイクルを先進地に
学ぶ

３期　日　平成 26年 2月 13日

常任委員会活動を中心とした政策形成サイクルについて

Do 執行

委員会

市民意見
交換会

政策討論会

市長等

○調査研究及び行政との議論
・政策課題を設定し調査研究
・政策課題について行政と議論
・政策課題について先進地視察
・政策課題に関する事業の評価結果と予算決算の審査結果の点検
・政策課題をテーマに議員研修会
・政策提言（案）の作成

○市民との議論
・地域別と分野別で政策課題をテーマに議論
・次の政策課題の情報収集

○議員全員での議論
・各委員会の政策提言の内容について議員全員で討論
・政策提言実施の合意形成

○政策提言を踏まえた政策の改善・立案

議会 行政

Check

Action

Plan

評価

政策提言

提案

審議
政策提言

決定

政策改善又は
新規立案
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常任委員会審査報告

　　総務委員会　　福祉教育委員会

　　環境経済委員会

　　建設水道委員会

Q 市長はかねてより自主財源を確保したいとのこと。法人
税は増額で個人市民税は減額の見通し、算定の方法は。

A 基本は平成 25 年 10 月現在の課税所得を基準として
いる。農業所得は米の取引価格の減少、減反率、果樹

等の被害減収を見込み前年比 13.9％の減。年金所得は支給
減により前年比 0.34％の減。給与所得はおおむね横ばいで
税制改正による均等割りの増を含め収納率 97％で積算した。

Q 法人税の積算は。

A 円安株高を背景に企業収益が改善している。市内企業
の大きいところは聞き取り調査を行い、聞き取りがで

きない企業については先行き感のマイナス 5％で算出した。

Q 固定資産税は、家屋と償却資産の課税標準が増額にな
っているが数値等は。

A 土地の宅地以外は、平成 25年度の課税標準額に過去
3年間の対前年比の平均を乗じて積算し、宅地は毎年

下落していることから負担水準を考慮して 1.5％の減で積算
した。家屋については、平成 24年の課税標準額に 25年の
新築、増築の増加をプラスして滅失家屋を引いて積算した。
償却資産については、平成 25年の課税標準額に長野経済研
究所等の経済動向の数値を考慮して積算した。

反対の意見
・個人市民税や法人税の問題、収入の積算について深い検証
が必要である。収入があると思って支出してしまえば大変、
もう少し根拠が必要。

賛成の意見
・予算編成時で取り得る情報を収集して予算編成をしたと理
解する。また、積算根拠も的確な根拠をもっての積算である。

松くい虫被害対策事業について

安曇野しゃくなげの湯整備事業について

Q 松くい虫被害が激増している。薬剤空中散布による環
境調査等について伺う。

A 薬剤散布による環境調査は、自然環境、動植物の調査
をコンサルに委託し、気中濃度と水質を散布中、翌日、

２日後、３日後という形で行う。

Q 有人ヘリによる薬剤散布の効果、安全性は。

A 先進地の報告は効果があると聞く。県の空中散布あり
方検討委員会で定めた基準があり、有人ヘリによる薬

剤散布は、基準をクリアしなければ行えない。

Q 隣接に同様の施設があっていいのか。安曇野しゃくな
げの湯は安曇野にふさわしい施設なのか。

A 同じような施設をつくる考えはない。Vif 穂高は農産
物の直売施設、安曇野しゃくなげの湯は日帰り入浴施

設。Vif 穂高でも食の提供をしている。指定管理者の応募の
内容によって決まるが、周辺にはこのような施設があるとい
うリサーチの上、判断される。
　穂高温泉郷自体が情報発信不足だった。温泉だけではなく、
プラスアルファがないと選ばれない時代なので、ソフトも一
体に考えていかなければならない。

反対の意見
・松枯れ対策としての有人ヘリによる薬剤空中散布は、その
効果、環境や生態系への絶対的な安全性が確立されていな
い。したがって反対する。

賛成の意見
・松枯れ対策の有人ヘリにおいては、調査研究を重ね、地域
の皆さんと十分話し合って検討していく姿が予算の中に見
られるため賛成する。

安曇野市第一次拡張事業について

Q 現在の進捗状況はどうか。

A全体の管路延長は 12.6㎞だが、平成 25年度末での実
施延長は 7.3㎞で全体の 58％である。2か年度による

契約で施工しているポンプ施設と電気計装工事は、電気計装
が 50％、小倉ポンプ場が 60％、室町調整池と野沢水源ポン
プ場が 35％で全体では 54％の進捗状況である。

Q少しでも完成予定を早めることはできないか。

A当初計画では平成 26年度中に野沢水源の新水源利用
を開始し、27年度中の工事完了を目標としていたが、

工事工程を見直し、26年度の夏頃を目途に野沢新水源の利
用を開始したいと考えている。
また、来年度内には主要な施設工事を完了させ、その後 27

年度には中央監視装置等の設置を行い、27年度前半には全
体の工事完了を目指したいと考えている。

Q管路工事を進めるうえでの支障はないか。

A工事区域内に、JRや黒沢川があり、その横断のため関係
機関との協議を続けてきた。それぞれの機関にご協力

をいただき、申請手続きや、実施設計作業が終了して、26
年度中には工事を発注し完了することができる見込みである。

Q最大のメリットは何か。

A黒沢河川水から地下水に水源転換を行うことにより、大
雨や渇水などに左

右されることなく安全で
安定的な水源を確保する
ことができ、河川水に含
まれるマンガンの汚れの
危険性も回避できる。ま
た、水利権の目的外使用
についても解消を図るこ
とができる。

Q 支所と公民館は一体として整備をしていくのが大原則
だったが、豊科公民館は、支所が本庁舎の中に入り一

体にはならないということか。

A 地域課に４月から移った中で、本庁舎ができてから豊
科地域の皆さんにどうご活用いただくのが一番よい

か、課題として残っている。

Q 市民にアンケートをして、場合によっては見直すこと
も含めて、改善して進めてほしいが。

A アンケートは考えていない。ぜひ地域の皆さんにご理
解をいただき、予定どおりの工事を進めたい。

Q 豊科公民館ホールそのものは、あくまで豊科地域のホ
ールだと思っている。市民会館をもっと具体的に具現

化する方向をみんなで考えていったほうがいいのでは。

A 今回の整備は、豊科公民館のホールと管理棟の工事だ
が、当面の間は市全体のホール的な役割も担わせても

らう。将来の見通しは、具体的に踏み込んだ議論まではでき
ていない。

三郷（総合）支所跡地整備について

Q 三郷交流学習センターおよび図書館の基本計画に関す
る予算だが、この整備計画は、市民会議にも市民にも

諮
はか

らず、計画変更の準備をしていたことがわかった。こ

れは一体どういうことなのか。

A 一番の大きな見直しをしたきっかけは、合併特例債の
活用期限の延長に伴い整備計画の再検討をしたもので

ある。

反対の意見
・豊科公民館ホール
は、市民合意が得
られているのか。
説明が非常に不十
分である。当面の
間、豊科公民館
ホールを市民ホー
ルとして使うこと
は、豊科地域の人
だけでなく、全市
民に説明する必要がある。三郷の交流学習センターの建設
も、地域審議会や総合支所等整備検討市民会議で出された
結論があるにもかかわらず、新しく建設する方向が打ち出
された。市民への十分な説明ができていないし、合併特例
債ありきの拙速な計画ではないか。変更した内容について
もっと市民に広く説明し、慎重に再検討する必要がある。

賛成の意見
・豊科公民館ホールは、不十分な点があるので地域の要望を
聞き、納得のいくかたちで進めていくことを希望する。

平成 26 年度 一般会計予算  を委員会で審査しました。
賛成多数で可決 賛成多数で可決

賛成多数で可決

全員賛成で可決

豊科公民館整備について 平成 26年度一般会計予算の税収は？

豊科公民館

野沢水源ポンプ場 「安曇野しゃくなげの湯」のイメージ図
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平成 26年 5月 8日発行

◆今期の新生「議会広報特別委員会」は、先号の第３３号から「安曇野市議会だより」の編
集を担うこととなりました。私は委員として、市民の皆さんに読んでいただける議会だよりと
なるように、鋭意努力してまいります。議会だよりの編集力向上のために、委員は深谷市議会
（埼玉県）や（株）会議録センター（埼玉県鴻巣市）で学びましたので、今号からは先号ま
でとはひと味違った紙面を楽しんでいただければ幸いです。
　私は生まれ育った故郷・安曇野に、鮭の遡上のように戻ってまいりました。思いがあって議
員になっておりますので、米国や他府県での経験を生かし、福祉、教育、環境などに、ぜひ
とも貢献したいと思っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　孝彦
◆先日、憲法９条をノーベル賞候補にしようと提案した女性のことが新聞に載りました。もち
ろんノーベル平和賞です。憲法９条を不変のものにしようとの妙案です。一方、時の政府与
党は、（集団的自衛権について）解釈によって憲法を変えようと考えています。法や条例は解
釈で大きく変えてはなりません。身勝手な解釈は禁止です。法や条例は素直に読み取れ、執
行できることが望まれます。曲解は許されません。素直が大切であることを肝に銘じたいも
のです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原　正三

議会広報特別委員会 　　　　
　　委 員 長　坂内不二男

　　副委員長　増田望三郎

　　委　　員　林　　孝彦　井出　勝正

　　　　　　　一志信一郎　藤原　正三

　　　　　　　中村今朝子　山田　幸与

　　　　　　　内川　集雄　小松　芳樹

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

＊気軽にご意見をお聞かせください。

安
曇
野
農
業
経
営
者
の
会
と
い

う
農
業
団
体
が
あ
り
ま
す
。

地
元
の
農
家
や
Ｉ
タ
ー
ン
農
家
な
ど

が
会
員
で
す
。
平
成
25
年
度
、
代
表

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
内
容
は
、
み
さ
と
食
育

フ
ァ
ー
ム
、
三
郷
地
区
ふ
る
さ
と
夏

祭
り
の
ポ
ン
菓
子
無
料
配
布
、
姉
妹

都
市
の
埼
玉
県
三
郷
市
で
三
郷
リ
ン

ゴ
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
活
動
、大
滝
山（
北

ア
ル
プ
ス
）
登
山
道
整
備
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
大
滝
山
整
備
登
山
に
つ

い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
滝
山
は
三
郷
小
倉
の
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
を
通
り
上
高
地
方
面

に
続
く
登
山
道
の
中
ほ
ど
に
位
置
し

て
い
ま
す
。
三
郷
か
ら
北
ア
ル
プ
ス

に
入
る
唯
一
の
道
で
す
。
近
年
、
大

滝
山
の
登
山
客
が
減
少
し
、
登
山
道

は
荒
れ
て
い
ま
し
た
。
一
時
は
廃
道

寸
前
に
陥
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
道

を
絶
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
6
年

前
よ
り
有
志
を
募
り
整
備
し
て
い
ま

す
。
主
な
作
業
は
、
繁
茂
し
た
笹
や

倒
木
の
撤
去
、
標
柱
や
看
板
の
設
置

で
す
。
冷つ

め
た
ざ
わ沢付
近
か
ら
大
滝
山
ま
で

の
区
間
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
滝
山
の
魅
力

　

冷
沢
で
清
流
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
山
頂
付
近
ま
で
森
林
地
帯

の
た
め
冷
涼
な
登
山
が
で
き
ま
す
。

登
頂
傘
下
か
ら
傾
斜
地
に
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
の
花
畑
が
広
が
り
ま

す
。
天
気
が
良
け
れ
ば
穂
高
連
峰
と

満
点
の
星
空
を
望
め
ま
す
。

こ
の
他
に
歴
史
的
な
魅
力
も
あ

り
ま
す
。
槍
ヶ
岳
を
開
山
し

た
播
ば
ん
り
ゅ
う
し
ょ
う
に
ん

隆
上
人
は
、こ
の
道
を
使
い
南
小

倉
の
中
田
又ま
た
じ
ゅ
う
重
の
案
内
で
槍
ヶ
岳
に

初
登
頂
し
ま
し
た
。ま
た
小
倉
か
ら

大
滝
山
を
通
り
、上
高
地
を
抜
け
、飛

騨
に
通
じ
る
道
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の

道
は
牛
馬
が
行
き
交
う
物
資
の
輸
送

の
ル
ー
ト
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

整
備
登
山
か
ら
の
展
開

　

登
山
道
の
整
備
が
進
む
に
連
れ
て

新
し
い
試
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
整
備
し
た
大
滝
山
を
舞
台
に
催

し
を
す
る
こ
と
で
す
。2
年
前
か
ら
、

登
山
の
楽
し
さ
と
独
身
者
に
出
会
い

の
場
を
提
供
す
る
「
山
コ
ン
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
動
植
物
の
生
態
系
の
観

察
や
里
山
の
暮
ら
し
の
体
験
、

先
人
が
開
削
し
た
歴
史
な
ど「
学
び
」

や「
体
験
」を
共
有
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
市
と
地
元
ぐ
る
み
で
構
築
し
て
、

市
民
や
観
光
客
と
の
交
流
を
持
つ
、

仕
掛
け
作
り
に
努
め
た
い
で
す
。

佐藤  弘康さん
（三郷）

平成 26年安曇野市議会
６月定例会会期日程（予定）

6月2日（月）～6月26日（木）頃を予定。
皆さんの傍聴をお待ちしています。

古紙配合率 100％
再生紙を使用しています。

大滝山に広がる花畑


